










【要約】近年におけるコンピュータの技術発展は大きく、医療・保健の分野で広く利用さ

れるようになってきている。例えば、研究の目的である疾病群の患者情報をデータベース

化したり、日常の診療内容を直接コンピュータに入力する電子カルテなどがあり、また保

健の分野では癌患者の登録など疫学研究に用いるため大がかりな登録システムを作成した

り、成人病や老人健診のデータをデータベース化したり、栄養計算などのように一定の情

報を入力することにより、求める結果が算出されたり、その利用度は大きい。しかし、母

子保健の分野では必ずしもコンピュータの有効利用がなされていないのが現状である。 

私達は過去 2年間、母子保健の現場でのコンピュータの利用に関して検討してきたが、母

子に関するデータベースがないことから、倉橋らが試作した乳幼児健診データベース(パソ

コン版、後述)をたたき台として、主としてデータバンク化すべき項目について検討した。 


